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今後の方向性 方法改善

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

　市民の火災予防の啓発や防災減災のため継続する必要があります。

有効性 　防火防災教育は、対象年齢を考慮し、防災に興味が持てるように実施することで、市民の防火防災意識の向上に繋がります。

達成度

消防署長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 12,963 12,973 12,888

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費
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一次評価者 消防係
総　合
評価点

Ｂ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

　生活形態の変化に伴い大人数での教育、指導等が困難な状況であります。

効率性 　防火防災教育の機会を増やすことで市民への防火防災知識の向上にもつながっています。

改　革
計　画

　大人数の中からリーダーを任命し、有事の際に活動できる人材の育成を行い消防協力機関、市民ともに防災意識の高揚及び地域の防災力の
強化を行います。

今後の方向性 方法改善

　各団体とも防火防災教育が年間行事として定着しており、防災意識の高揚が図られています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

　子どもの火遊びによる火災がゼロ件を継続しており、幼年、少年消防クラブ員対象の防火防災出前授業の効果があると判断できる。
　また、生活形態の変化に伴い指導方法に工夫が必要ですが、防火防災教育を引き続き実施して下さい。

二次評価者

その他特定財源 0 0 0

一般財源 350 350 350

2.021 12,613 2.021 12,623 2.021 12,538

計(Ａ) 350 350 350

予算費目 会計 一般会計 費目名 消防

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

最終目標

幼年・少年消防クラブ出前授
業

小学校・幼稚園等数（１８） 数
17 17 17

17 17

少年消防クラブ防災リーダー
研修

防災に関する訓練 回
4

指標名

公的関与

089-964-5210 メールアドレス syobo@city.toon.ehime.jp

１ 総合的な防災・減災対策の充実

事業区分

事業の目的
消防協力団体の指導育成を行うことにより、市民の防災意識の高
揚と防災力の強化を図り、有事の際に活動できる人材育成のた
め。

根拠法令等 消防団と中核とした地域防災力の充実強化に関する法律

総合計画 政策目標 ２ 安全で快適な社会基盤のまち 政策項目 ５ 消防体制と防災・減災対策の充実

021 2003 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

消防協力団体の指導育成に関する事務

消防協力団体との防災訓練並びに幼年期からの防災教育を実施
し地域防災力の強化に繋げます。

Ｄ
Ｏ
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Ｌ
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Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 消防署 係　　名 消防係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

幼年消防クラブ員（幼稚園等）の防火図画、出前授業の実施 少年消防クラブ員の防火防災出前授業

幼年消防クラブ員（幼稚園等）の防火パレード

防火委員会に関して事務等の実施

達成度を
測る指標


